
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

自己評価

●基礎基本的な学習内容を定着させる。
●自分なりのまとめや考えを書いたり，発表したり
する機会を設けることで，主体的に学ぶ習慣と態
度を育成する。

・教員は教え方にいろいろな工夫をして
いるか。
・定期テストやチャレンジテストの点数。

・学校教育アンケ-ト

●生徒が授業に興味，意欲が持てる授業づくり。
★習熟度別指導の実施による，きめ細やかな指
導。

・授業に集中しているか。
・ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃｽﾄにおける府平均を目標

・学校教育アンケート
・各調査

●授業において自らの考えを発表し、表現する
「言語活動の充実」を進めるとともに，「読む力」の
向上に取組む。
●国数英の基礎的な学力向上のための単元テス
トを行う。

・家庭での学習や読書の習慣が定着し
ているか。

・学校教育アンケート

●自らで家庭学習を進められる課題を提示。
●検索力・伝える力を育成する授業の実施。

・自分から家庭学習をしているか。
・基礎基本の宿題の提示。
・ﾀﾌﾞﾚｯﾄを使用して調べる（８０％以上）

・学校教育アンケート

●落ち着いた環境作りと，静謐な教育環境の確
立。
★チャイム着席運動の実施。

・全学年でチャイム着席の取り組みを
進める。

・学校教育アンケ-ト

●生徒指導において、生徒が相談しやすい状況
を作る。
★中学校の校則等について，校区内の小学校の
児童と保護者に周知する。

・福泉中学校の教員は悩みや相談に
親身になって応じているか。
・リソースルーム等のきめ細やかな指
導体制。

・学校教育アンケート

●いじめ・暴力行為などの問題行動に対しての対
応。
★スマートフォンの使用について外部団体からの
講演等を活用した取り組みを進める。

・いじめアンケートを年３回実施する。
・福泉中学校の教員はいじめや暴力な
どについてよく対応しているか。

・学校教育アンケート

●生徒会活動や各クラブ活動など，生徒の自主
的な活動を支援する。
●リソースルームや、SSR(スペシャルサポート
ルーム)を常時開室する。

・部活動・生徒会や学級活動に積極的
に取り組んでいるか。
・リソースルームとSSRの肯定評価８
０％以上

・学校教育アンケート

●歯科，飲酒喫煙，薬物乱用，性教育等につい
て，専門家を招いて，実施する。

・１年：歯科保健指導，性教育教室。
・２年：飲酒喫煙防止，性教育教室。
・３年：薬物乱用防止，性教育教室。

・学校教育アンケート

地域・家庭への積極的な情報
発信と地域との連携・協働を意
識した活動を行う。

●学校通信、学年通信やホームページ等を通し
て，授業や部活動等の様子を積極的にを発信す
る。
●適切な情報を随時発信し、アクセス数をあげ
る。

・ホームページのアクセス数を昨年度と
比較する。
・学校通信の発行数。

・学校教育アンケート
・実績回数 年度末

堺市立福泉中学校

豊かな心・健やかな体の現状
・本校生徒は体育大会，合唱コンクールなどの学校行事はもちろんのこと，地域の祭礼など，行事全般に対して，お互いに協力して真剣に取り組む
姿勢が顕著である。
・生徒間のつながりを醸成するため，生徒会が中心となり，校内放送や生徒参加型イベントを企画，実施している。
・各部活動とも活動が盛んでり，部活動を通して，豊かな心・健やかな体を育んでいる。
・遅刻，欠席が常習化している生徒に対しては，家庭連絡を密にするとともに，早寝早起き，朝食摂取の奨励など基本的生活習慣の改善を促してい
る。
・人間関係や不登校等の課題を抱えている生徒に対してはスクールカウンセラーと連携し，課題の解決に努めている。また，教室に入りづらい生徒
に対しては，無理のないペースで個別に学習に取り組めるように別室を設ける等，学校全体で不登校生徒へのきめ細かい支援に努めている。

校長　  氏丸　重信
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評価方法
判断基準

（評価のものさし） 学校教育アンケート
での肯定的割合(％)

学校関係者評価

達成状況(年度末)

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

進捗確認
（～１２月）

中
項
目

確かな学びの現状
・授業に集中している生徒は年々増加しており，静謐な授業環境が形成されつつある。
・漢字，計算，英単語等，各教科で小テストを頻繁に実施しており，基礎基本的な学習内容の定着を図っている。
・各種テストの結果では「読む能力」，「書く能力」を中心とした読解問題，文章問題の正答率が低いため，学校での朝読書や家庭での読書習慣を定着さ
せていきたい。
・問題形式では記述式問題を苦手とする生徒が多いため，日頃から自分の考えを表現させる課題をグループワークや生徒用タブレットを活用し提示す
る。
・スマホの広がりにより，コミュニケーション力が低下しており，SNS上での生徒間トラブル等が散見される。

中学校区におけるめざす子ども像

「人から信頼され、何事も徹底してやりぬくたくましい子」

大
項
目

評価時期

令和７年度　重点目標
「①総合的な学力と豊かな心の育成 ②生徒支援＋生徒指導 ③危機管理体制の確立 ④清潔。静謐な環境の保持

①総合的な学力と豊かな心の育成　　 学級活動・各行事等で，生徒同士そして先生と生徒がつながっている学校づくり。
②生徒支援＋生徒指導　　　　　　　　　自ら学ぼうとする姿勢を育成する。（学ぶ楽しさを追求する）
③危機管理体制の確立　　　　　　　　　学級活動、部活動など様々な活動を通じた集団づくり。
④清潔・静謐な環境の保持　　　　　　　先生も生徒も清掃活動を大切にする。

具体目標
具体的な取組

（●重点とする取組　★中学校区での取組）
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学校関係者評価者から(年度末)

地
域
協
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健康に生きるための学習機会
を実施する

わかる授業づくりを行う

・学ぶ習慣作りに取り組む
・ICTを活用した授業改善の推
進。

校長より(年度末)
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予防と育成の生徒指導体制を
充実させる

生
徒
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年度末


